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排
他
的
経
済
水
域
に
お
け
る
漁
業
紛
争
の
処
理
（
二
）

　
・
は
じ
め
に

一
　
海
洋
法
条
約
に
お
け
る
紛
争
解
決
制
度
（
以
上
前
号
）

二
　
漁
業
紛
争
の
取
扱
い
を
め
ぐ
る
交
渉
（
本
号
）

三
　
海
洋
法
条
約
に
お
け
る
漁
業
紛
争
の
地
位
（
臥
下
次
号
）

　
む
す
び

二
　
漁
業
紛
争
の
取
扱
い
を
め
ぐ
る
交
渉

　
　
㌧
海
洋
法
条
約
の
解
釈
ま
た
は
適
用
に
関
す
る
紛
争
を
、
国
際
裁
判
所
に
付
託
し
て
強
制
的
に
解
決
す
る
問
題
に
つ
い
て
、
リ
ー
ダ
ー
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
　
ツ
プ
噛
と
つ
北
の
は
米
国
で
あ
る
。
米
国
は
、
す
で
に
一
九
七
三
年
半
国
連
海
底
平
和
利
用
委
員
会
に
対
し
て
、
　
「
紛
争
解
決
条
項
に
関

　
　
す
ち
条
文
案
」
乏
題
す
乃
提
案
を
出
し
て
い
る
。
こ
の
米
国
提
案
に
お
い
て
は
、
紛
争
当
事
国
に
紛
争
解
決
手
段
に
つ
い
て
選
択
の
自
由

　
　
を
認
め
る
が
馬
当
事
国
の
選
ん
だ
手
段
で
解
決
さ
れ
な
か
っ
た
す
べ
て
の
紛
争
を
、
新
た
に
設
立
さ
れ
る
海
洋
法
裁
判
所
に
付
託
し
て
、

説
　
司
法
的
手
続
忙
よ
り
強
制
的
に
解
決
す
る
こ
と
を
意
図
し
て
い
た
。
ま
た
、
同
裁
判
所
は
、
事
態
の
悪
化
を
防
止
す
る
た
め
仮
保
全
措
置

論
を
指
示
す
る
権
保
な
ら
び
に
・
沿
岸
国
に
抑
留
さ
れ
た
外
国
船
舶
の
母
親
放
を
命
ず
る
権
限
を
有
す
る
と
さ
れ
て
雛
・
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論説

　
こ
の
よ
う
に
、
将
来
締
結
さ
れ
る
海
洋
法
条
約
に
関
係
す
る
す
べ
て
の
紛
争
を
、
包
括
的
に
国
際
裁
判
に
付
託
す
る
と
い
う
構
想
は
、

非
常
に
早
い
時
期
か
ら
提
案
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

ー
カ
ラ
カ
ス
会
期
　
（
一
九
七
四
年
）

　
第
三
次
海
洋
法
会
議
の
実
質
審
議
が
カ
ラ
カ
ス
で
開
始
さ
れ
る
と
、
米
国
代
表
の
呼
び
か
け
で
、
海
洋
法
条
約
か
ら
生
ず
る
紛
争
の
解

決
手
続
に
つ
い
て
、
予
備
的
な
討
議
を
行
う
非
公
式
な
作
業
グ
ル
ー
プ
が
結
成
き
れ
た
。
こ
の
グ
ル
ー
プ
は
、
海
底
平
和
利
用
委
員
会
に

出
さ
れ
た
前
記
の
米
国
提
案
を
討
議
の
基
礎
に
し
て
検
討
を
進
め
、
・
一
九
七
四
年
八
月
二
七
日
付
で
そ
の
討
議
結
果
を
作
業
文
書
と
し
て

提
出
し
た
。
こ
の
文
書
（
以
下
に
カ
ラ
カ
ス
文
書
と
い
う
）
は
、
条
約
上
の
紛
争
を
平
和
的
手
段
で
解
決
す
る
義
務
、
紛
争
当
事
国
の
選
択

す
る
手
段
に
よ
る
紛
争
の
解
決
、
他
の
紛
争
解
決
手
段
と
の
関
係
、
拘
東
力
あ
る
決
定
を
伴
わ
な
い
紛
争
解
決
手
段
と
の
関
係
、
拘
智
力

あ
る
決
定
を
伴
う
紛
争
解
決
手
段
に
付
託
す
る
義
務
、
紛
争
の
当
事
者
、
国
内
的
救
済
、
勧
告
的
意
見
、
適
用
法
規
、
紛
争
解
決
規
定
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　

対
す
る
例
外
と
留
保
な
ど
の
項
目
か
ら
な
っ
て
お
り
、
各
項
丸
ご
と
に
い
く
つ
か
の
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
を
も
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
カ
ラ
カ
ス
文
書
に
お
じ
て
、
す
で
に
条
約
に
規
定
ざ
れ
る
紛
争
解
決
手
続
が
、
す
べ
て
の
紛
争
に
対
し
て
一
律
に
適
用
さ
れ
る
の

か
、
あ
る
い
は
、
特
定
の
紛
争
に
つ
い
て
は
適
用
の
除
外
が
認
め
ら
れ
る
の
か
に
つ
い
て
の
見
解
の
対
立
が
生
じ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

紛
争
解
決
手
続
が
条
約
の
解
決
お
よ
び
適
用
に
関
す
る
す
べ
て
の
紛
争
に
適
用
さ
れ
る
と
す
る
立
場
と
、
紛
争
解
決
機
関
は
条
約
中
に
列

挙
さ
れ
た
種
類
の
紛
争
に
つ
い
て
は
管
轄
権
を
有
し
な
い
と
す
る
立
場
と
が
併
記
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
第
三
の
立
場
と
し
て
、
条
約
の
批

准
に
際
し
て
列
挙
さ
れ
た
種
類
の
紛
争
に
つ
い
て
、
紛
争
解
決
機
関
の
管
轄
権
を
受
諾
し
な
い
旨
宣
言
で
き
る
と
す
る
方
式
も
提
案
さ
れ

て
い
る
。
そ
し
て
、
紛
争
の
強
制
的
解
決
手
続
が
適
用
さ
れ
な
い
種
類
の
紛
争
の
な
か
に
、
　
「
規
制
管
轄
権
ま
た
は
執
行
管
轄
権
の
正
常

な
行
使
か
ら
生
ず
る
紛
争
（
た
だ
し
、
条
約
の
重
大
な
違
反
も
し
《
は
権
力
の
濫
用
が
申
し
立
て
ら
れ
た
場
合
を
除
く
）
」
、
あ
る
い
は
、

「
沿
岸
国
の
条
約
に
基
づ
く
規
制
管
轄
権
お
よ
び
執
行
管
轄
権
に
よ
る
裁
量
の
正
常
な
行
使
か
ら
生
ず
る
紛
争
（
た
だ
し
、
権
力
の
濫
用
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排他的経済水域における漁業紛争の処理⇔（高林）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

の
場
合
を
除
く
）
」
な
ど
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
カ
ラ
カ
ス
文
書
で
は
、
紛
争
解
決
手
続
へ
の
付
託
の
前
提
条
件
と
し
て
、
国
内
的
救
済
の
完
了
を
必
要
と
し
な
い
と
す
る
立
場

と
必
要
と
す
る
と
す
る
立
場
と
が
併
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
国
内
的
救
済
を
尽
す
こ
と
を
要
求
す
る
立
場
の
提
案
の
な
か
に
、
　
「
こ
の
条

約
に
従
う
沿
岸
国
の
執
行
管
轄
権
の
行
使
に
関
す
る
紛
争
の
場
合
に
は
、
対
象
が
沿
岸
国
の
国
内
法
に
よ
り
そ
の
国
の
司
法
ま
た
は
行
政

当
局
の
権
限
に
属
す
る
と
き
に
は
、
沿
岸
国
は
、
権
限
の
あ
る
当
局
に
よ
り
相
当
の
期
間
内
に
確
定
的
決
定
が
行
わ
れ
る
ま
で
、
紛
争
を

こ
の
条
約
に
定
め
る
紛
争
解
決
手
続
に
付
託
す
る
こ
と
を
延
期
す
る
よ
う
要
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
」
と
規
定
す
る
も
の
が
あ
る
。
こ

れ
は
、
一
九
二
八
年
の
国
際
紛
争
平
和
的
処
理
に
関
す
る
一
般
議
定
書
第
三
一
条
を
基
礎
に
し
た
提
案
で
あ
る
が
、
排
他
的
経
済
水
域
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
け
る
紛
争
に
つ
い
て
国
内
的
救
済
原
則
の
適
用
を
求
め
る
根
拠
と
し
て
重
要
な
先
例
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

2
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
会
期
　
（
一
九
七
九
年
五
月
）

　
紛
争
解
決
に
関
す
る
非
公
式
作
業
グ
ル
ー
プ
は
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で
の
第
三
会
期
に
お
い
て
も
カ
ラ
カ
ス
文
書
を
基
礎
に
し
て
交
渉
を
進

め
、
一
九
七
五
年
五
月
一
日
付
で
そ
の
協
議
結
果
を
ア
メ
ラ
シ
ン
ゲ
議
長
に
対
し
て
提
出
し
た
。
こ
の
文
書
　
（
以
下
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
文
書
と
い

う
）
は
、
海
洋
法
条
約
中
の
紛
争
解
決
に
関
す
る
章
を
構
成
す
る
も
の
と
し
て
条
文
化
さ
れ
て
お
り
、
本
文
一
七
至
愚
の
ほ
か
に
調
停
、

仲
裁
裁
判
、
’
海
洋
法
裁
判
所
規
程
お
よ
び
特
別
手
続
に
関
す
る
各
附
属
書
を
も
っ
て
い
る
。
ま
た
、
カ
ラ
カ
ス
文
書
の
よ
う
な
オ
ル
タ
ナ

テ
ィ
ブ
な
条
文
で
は
な
く
、
各
事
項
に
つ
い
て
単
一
の
条
文
を
提
示
し
て
い
る
点
で
、
そ
れ
以
後
に
お
け
る
こ
の
問
題
の
交
渉
に
お
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

重
要
な
地
位
を
占
め
る
も
の
で
あ
る
。

　
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
文
書
の
作
成
に
あ
た
っ
て
最
も
論
議
を
よ
ん
だ
の
は
、
条
約
に
定
め
る
紛
争
解
決
手
続
が
す
べ
て
の
紛
争
に
対
し
て
一
律

に
適
用
さ
れ
る
か
、
あ
る
い
は
、
一
定
種
類
の
紛
争
に
つ
い
て
紛
争
解
決
義
務
が
免
除
さ
れ
る
か
の
点
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が
と
く
に
問
題

に
な
る
の
は
、
国
家
管
轄
権
内
に
入
る
と
さ
れ
る
海
域
に
関
し
て
発
生
す
る
紛
争
に
つ
い
て
で
あ
る
。
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
会
期
の
交
渉
で
は
、
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論・説

紛
争
解
決
手
続
か
ら
の
い
か
な
る
除
外
も
認
め
ら
れ
な
い
と
す
る
立
場
と
、
沿
岸
国
の
国
家
管
轄
権
内
の
す
べ
て
の
事
項
ヱ
つ
い
て
、
紛

争
の
強
制
的
解
決
義
務
が
免
除
さ
れ
る
と
す
る
立
場
と
が
対
立
し
た
。
後
者
の
立
場
に
た
つ
な
ら
ば
、
領
海
、
排
他
的
経
済
水
域
、
「
大
陸

棚
な
ど
沿
岸
国
の
主
権
、
主
権
的
権
利
ま
た
は
管
轄
権
が
行
使
さ
れ
る
海
域
で
発
生
す
る
す
べ
て
の
事
件
は
、
沿
岸
国
の
司
法
当
局
ま
カ

は
行
政
当
局
の
排
他
的
管
轄
に
属
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
文
書
で
は
、
こ
の
二
つ
の
立
場
の
中
間
に
位
置
す
る
も
の

と
し
て
沖
条
閑
中
忙
明
示
的
に
列
挙
意
れ
た
種
類
の
紛
争
に
つ
い
て
は
、
締
約
国
が
紛
争
解
決
手
続
の
適
用
を
制
限
毛
あ
乃
い
は
適
用
除

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

外
噛
有
う
旨
宣
言
で
・
き
る
と
す
る
立
場
を
採
用
し
た
の
で
あ
る
。

馳
そ
こ
で
、
国
は
条
約
の
批
准
に
際
し
て
、
沿
岸
国
の
排
他
的
管
轄
権
の
行
使
か
ら
生
ず
る
紛
争
に
つ
い
て
は
、
他
国
の
航
行
、
上
空
飛

行
、
海
底
電
線
・
パ
イ
。
フ
ラ
イ
ン
敷
設
の
自
由
へ
の
干
渉
な
ど
列
挙
さ
れ
た
事
由
に
よ
り
、
沿
岸
国
が
条
約
上
の
義
務
に
違
反
し
た
と
主

張
さ
れ
る
事
態
に
つ
い
て
だ
け
、
紛
争
解
決
手
続
を
受
諾
す
る
旨
を
宜
着
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
同
文
面
当
一
七
条
一
項
）
。
ま
た
、
国
は
条
約

の
批
准
に
襟
し
て
、
以
下
に
列
挙
す
る
種
類
の
紛
争
に
つ
い
て
、
紛
争
解
決
手
続
を
受
諾
し
な
い
旨
を
宣
言
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
、

紛
争
解
快
義
務
か
ら
の
除
外
を
宣
言
で
き
る
種
類
の
出
田
の
な
か
に
、
　
「
沿
岸
国
の
こ
の
条
約
に
基
づ
く
規
制
管
轄
権
お
よ
び
執
行
管
轄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

権
に
よ
る
裁
量
権
0
肴
使
か
ら
生
ず
る
紛
争
（
た
だ
し
、
権
力
の
濫
用
の
場
合
を
除
く
）
」
を
あ
げ
た
の
で
あ
る
（
同
一
七
条
三
項
團
）
。
こ

う
ル
て
、
’
沿
岸
国
の
裁
量
権
の
行
使
を
他
国
の
挑
戦
か
ら
保
護
す
る
た
め
に
、
国
際
裁
判
所
の
強
制
的
管
轄
権
か
ら
選
択
的
に
除
外
で
き

乃
事
例
を
刻
意
ル
、
働
わ
せ
て
、
排
他
的
経
済
水
域
に
お
け
る
他
国
の
権
利
を
沿
岸
国
に
よ
る
専
断
的
な
解
釈
か
ら
保
護
す
る
た
め
に
、

国
際
裁
判
所
の
強
制
的
管
轄
権
に
服
す
る
事
例
を
列
挙
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
双
方
の
権
利
を
司
法
的
に
保
証
す
る
方
式
が
採
用
さ
れ
た

　
　
　
　
　

の
で
あ
為
。
　
一
二
、
．
　
，
　
乱
　
　
　
　
．
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
汽
、

　
な
お
、
カ
ラ
カ
ス
文
書
で
は
、
国
内
的
救
済
規
則
の
適
用
に
つ
い
て
両
論
を
併
記
し
て
い
た
が
、
ジ
三
ネ
ー
ブ
文
書
（
全
判
一
四
条
）
で

億
、
・
海
洋
怯
条
約
に
基
づ
く
沿
岸
国
の
執
行
管
轄
権
の
行
使
、
ま
た
は
、
経
済
水
域
の
資
源
に
対
す
る
沿
岸
国
の
管
轄
権
の
行
使
に
関
す
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排他的経済水域における漁業紛争の処理口（高林）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

蚤
粉
争
0
身
命
忙
ゼ
サ
、
国
際
法
上
必
要
と
さ
れ
る
と
き
国
内
的
救
済
規
則
が
適
用
さ
れ
る
こ
並
々
明
確
に
b
た
。
ま
た
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ

文
書
忙
お
い
て
は
、
条
約
の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
国
際
訴
訟
が
提
起
さ
れ
る
機
会
を
減
少
さ
せ
る
た
め
に
、
紛
争
当
事
国
間
に
お
い
て
意
見

」
塑
交
換
す
み
こ
と
を
義
務
づ
け
（
同
第
四
条
一
項
目
、
紛
争
解
決
の
過
程
中
に
調
停
を
位
置
づ
け
て
、
調
停
が
功
を
奏
し
な
か
っ
た
と
き
に

〒
は
じ
φ
て
強
制
的
手
続
が
開
始
さ
れ
る
こ
と
を
規
定
し
（
同
第
七
～
八
条
）
、
さ
ら
に
、
紛
争
が
ひ
と
つ
の
手
続
で
解
決
さ
れ
な
か
っ
た
と

き
に
は
、
次
の
手
続
に
移
行
す
る
ま
で
の
間
に
お
い
て
も
当
事
国
間
で
意
見
の
交
換
を
行
う
こ
と
を
求
め
る
な
ど
（
同
第
四
条
二
項
）
、
新

し
い
考
案
が
導
入
さ
れ
て
い
る
。

3
単
．
一
，
草
　
案
　
　
（
一
九
七
五
年
七
月
）

　
海
洋
法
会
議
第
三
会
期
に
お
い
て
各
委
員
長
は
、
そ
の
委
員
会
に
専
属
さ
れ
た
事
項
に
つ
い
て
「
非
公
式
単
一
交
渉
草
案
（
I
S
N
T
）
」

を
作
成
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。
し
か
し
、
紛
争
解
決
の
問
題
は
い
ず
れ
の
委
員
会
に
も
専
属
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
紛
争
解
決
に
関

す
る
非
公
式
作
業
グ
ル
ー
プ
の
交
渉
結
果
を
基
礎
に
し
て
、
ア
メ
ラ
シ
ン
ゲ
議
長
が
交
渉
草
案
を
作
成
し
、
こ
れ
を
一
九
七
五
隼
七
月
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

一
日
付
で
「
単
一
交
渉
草
案
第
四
部
」
と
し
て
公
表
し
た
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
単
一
草
案
に
．
お
い
て
も
、
海
洋
法
条
約
の
解
釈
と
適
用
に
関
す
る
締
約
国
間
の
紛
争
は
、
拘
束
力
あ
る
決
定
を
伴
う
強
制
的
手

続
に
付
託
さ
れ
6
と
い
う
基
本
的
立
場
が
維
持
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
紛
争
解
決
手
続
の
適
用
の
例
外
と
な
る
事
例
に
つ
い
て
各
国
の

画
派
が
あ
づ
ま
っ
た
コ
ァ
メ
ラ
シ
ン
ゲ
議
長
は
、
こ
の
問
題
に
関
す
る
同
草
案
第
一
八
条
の
規
定
に
つ
い
て
、
‘
排
他
的
経
済
水
域
に
お
け

る
紛
争
な
瞼
制
的
手
続
に
付
託
さ
せ
る
べ
き
か
、
あ
る
い
は
、
強
制
的
手
続
か
ら
除
外
す
べ
き
か
を
め
ぐ
っ
て
、
会
議
参
加
国
間
の
意
見

が
姑
立
レ
て
い
乃
こ
と
を
考
慮
し
、
こ
三
種
の
紛
争
の
若
干
を
強
制
的
手
続
に
付
託
し
、
そ
れ
以
桝
の
紛
争
を
除
外
す
る
こ
と
を
妥
協
案

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

と
し
て
提
示
し
た
乏
説
明
し
て
い
る
。

　
第
一
八
条
1
　
こ
の
条
約
の
い
か
な
る
規
定
も
締
約
国
に
対
し
て
、
沿
岸
国
の
こ
の
条
約
に
基
づ
く
排
他
的
管
轄
権
の
行
使
か
ら
生
ず
る
紛
争
を
、
こ
の

51　（3－4　●115）　575



　
　
　
条
約
に
症
め
る
紛
争
解
決
手
続
に
付
託
す
る
こ
と
を
要
求
す
る
も
の
で
は
な
い
。
た
だ
し
、
（
i
）
航
行
又
は
上
空
飛
行
の
自
由
、
海
底
電
線
及
び
海
底
パ

説　
　
　
イ
。
フ
ラ
イ
ン
の
敷
設
の
自
由
若
し
く
は
他
の
締
約
国
の
関
連
す
る
権
利
及
び
義
務
に
エ
ー
怨
す
る
こ
と
に
よ
り
、
（
…
u
）
こ
の
条
約
又
は
そ
れ
に
従
っ
て
設
け

論　
　
　
ち
れ
る
国
際
的
基
準
（
こ
の
基
準
は
特
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
条
件
に
す
み
。
y
の
適
用
を
拒
否
す
る
こ
と
に
よ
り
》
沿
岸
国
が
こ
の
条
約
に
基

　
　
　
づ
く
義
務
に
違
反
し
た
と
申
し
立
て
ら
れ
る
場
合
を
除
く
。

　
　
　
2
　
こ
の
条
約
を
批
准
し
又
は
そ
の
他
の
方
法
で
こ
の
条
約
に
拘
束
さ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
同
意
を
表
明
す
る
に
際
し
、
締
約
国
は
、
以
下
の
種
類
の
紛

　
　
　
争
の
一
又
は
二
以
上
に
つ
き
こ
の
条
約
に
定
め
る
紛
争
解
決
手
続
の
い
ず
れ
か
又
は
す
べ
て
を
受
諾
し
な
い
と
宣
言
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
　
㈲
　
沿
岸
国
の
こ
の
条
約
に
基
づ
く
規
制
管
轄
権
及
び
執
行
管
轄
権
に
よ
る
裁
量
権
の
行
使
か
ら
生
ず
る
紛
争
。

　
　
　
　
㈲
　
隣
接
国
間
の
海
洋
境
界
画
定
に
関
す
る
紛
争
又
は
歴
史
的
湾
若
し
く
は
歴
史
的
権
原
を
含
む
境
界
画
定
紛
争
…
…
…
…
。

　
　
　
　
ω
　
軍
事
的
活
動
（
非
商
業
的
役
務
に
従
事
す
る
政
府
の
船
舶
及
び
航
空
機
に
よ
る
軍
事
的
活
動
を
含
む
）
に
関
す
る
紛
争
。
た
だ
し
、
こ
の
条
約
に

　
　
　
　
　
　
従
う
法
律
の
執
行
活
動
は
軍
事
的
活
動
と
は
み
な
さ
れ
な
い
も
の
と
す
る
。

　
　
　
　
㈹
　
国
連
憲
章
に
よ
り
国
連
安
全
保
障
理
事
会
に
委
任
さ
れ
た
任
務
の
同
理
事
会
に
よ
る
遂
行
に
関
す
る
紛
争
…
…
…
…
。

　
　
　
3
　
紛
争
当
事
国
が
特
定
の
紛
争
に
関
し
1
又
は
2
の
規
定
の
適
用
可
能
性
に
つ
い
て
合
意
が
な
い
場
合
に
は
、
こ
の
先
決
問
題
は
、
い
ず
れ
か
の
紛
争

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

　
　
　
当
事
国
の
申
請
に
よ
り
第
九
条
及
び
第
一
〇
条
に
基
づ
き
管
轄
権
を
有
す
る
裁
判
所
の
決
定
に
付
さ
れ
る
。

　
　
　
こ
の
単
一
草
案
の
規
定
は
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
文
書
と
比
較
し
て
つ
ぎ
の
諸
点
に
変
更
が
み
ら
れ
る
。

　
　
　
ま
ず
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
文
書
で
は
馬
沿
岸
国
の
排
他
的
管
轄
権
の
行
使
か
ら
生
ず
る
紛
争
に
つ
い
て
、
条
約
の
批
准
に
際
し
て
宣
言
を
行

　
　
う
こ
と
に
よ
り
、
紛
争
解
決
手
続
の
適
用
か
ら
の
除
外
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
た
（
同
文
書
面
一
七
条
一
項
）
の
に
対
し
て
、
単
一
草
案

　
　
に
お
い
て
は
、
こ
の
種
類
の
紛
争
は
列
挙
さ
れ
た
二
つ
の
場
合
を
除
い
て
、
．
当
然
に
強
制
的
手
続
へ
の
付
託
義
務
を
免
除
さ
れ
る
こ
と
に

　
　
な
っ
て
い
る
（
同
草
案
第
一
八
条
一
項
）
。
つ
ぎ
に
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
文
書
で
は
、
強
制
的
解
決
手
続
か
ら
の
適
用
除
外
を
選
択
で
き
な
い
と

　
　
さ
れ
た
事
例
の
な
か
で
、
　
「
こ
の
条
約
に
基
づ
く
他
国
の
そ
の
他
の
権
利
及
び
義
務
に
正
当
な
考
慮
を
払
わ
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
ザ
ト
（
同
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排他的経済水域における漁業紛争の処理口（高林）

文
書
第
一
七
条
一
項
㈲
Y
、
お
よ
び
、
　
「
条
約
に
よ
り
付
与
さ
れ
た
権
利
を
他
の
締
約
国
に
不
利
益
を
も
た
ら
す
よ
う
に
沿
岸
国
が
濫
用
し

若
し
く
は
悪
用
し
た
こ
と
に
よ
り
」
　
（
同
第
一
七
条
一
項
ω
）
、
沿
岸
国
が
条
約
に
よ
り
負
う
義
務
に
違
反
し
た
場
合
も
、
単
一
草
案
で
は

当
然
に
強
制
的
手
続
か
ら
除
外
さ
れ
る
事
例
に
含
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
解
釈
で
き
る
。
さ
ら
に
、
強
制
的
手
続
の
適
用
除
外
を
宣
言

で
き
る
と
し
て
列
挙
さ
れ
た
紛
争
に
つ
い
て
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
文
書
で
は
、
沿
岸
国
の
裁
量
権
の
行
使
か
ら
生
ず
る
紛
争
に
つ
い
て
、
　
「
た

だ
し
、
権
力
の
濫
用
を
含
む
場
合
を
除
く
」
と
い
う
限
定
が
加
え
ら
れ
て
い
た
が
八
同
文
書
第
一
七
条
三
項
㈲
）
、
単
一
草
案
で
は
こ
の
限

定
が
削
除
さ
れ
た
（
同
草
案
第
一
八
条
二
項
㈲
）
。
こ
の
よ
う
に
み
る
と
、
単
一
草
案
で
ア
メ
ラ
シ
ン
ゲ
議
長
が
提
案
し
た
妥
協
案
に
お
い

て
は
、
排
他
的
経
済
水
域
に
お
け
る
紛
争
に
つ
い
て
、
強
制
的
手
続
の
適
用
の
除
外
さ
れ
る
範
囲
が
拡
大
さ
れ
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る

だ
ろ
う
。

　
も
っ
と
も
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
文
書
に
お
い
て
は
、
締
約
国
が
強
制
的
手
続
の
適
用
除
外
を
宣
言
で
き
る
紛
争
の
種
類
に
つ
い
て
オ
ー
プ
ン

・
エ
ン
ド
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
後
の
交
渉
に
お
い
て
除
外
宣
言
の
対
象
と
な
る
紛
争
の
種
類
を
追
加
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
の
に

対
し
て
（
同
文
書
第
一
七
条
三
項
㈲
～
ω
）
、
単
一
草
案
で
は
、
除
外
宣
言
の
対
象
と
な
る
紛
争
を
四
種
類
に
限
定
す
る
規
定
に
し
た
こ
と

　
　
　
　
　
　
レ
　

は
進
歩
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
国
内
的
救
済
規
則
の
適
用
に
つ
い
て
、
単
一
、
草
案
は
、
沿
岸
国
の
排
他
的
管
轄
権
の
行
使
に
関
す
る
紛
争
に

つ
い
て
は
、
国
際
法
上
必
要
と
さ
れ
る
国
内
的
救
済
を
尽
す
こ
と
を
国
際
裁
判
所
へ
の
訴
訟
提
起
の
前
提
条
件
と
す
る
が
、
そ
れ
以
外
の

場
合
に
は
、
こ
の
条
約
に
違
反
す
る
措
置
を
と
っ
た
国
が
、
国
内
的
救
済
を
尽
さ
な
か
っ
た
こ
と
だ
け
を
理
由
に
し
て
、
国
際
裁
判
所
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

管
轄
権
を
争
う
こ
と
が
で
き
な
い
旨
規
定
七
て
い
る
（
同
草
案
第
一
四
条
）
。

4
　
第
四
会
期
に
お
け
る
討
議
　
　
（
一
九
七
六
年
四
月
）

　
ア
メ
ラ
シ
ン
ゲ
議
長
の
作
成
し
た
単
一
草
案
第
四
部
は
、
一
九
七
六
年
春
の
第
四
会
期
に
お
い
て
本
会
議
の
一
般
討
議
に
付
さ
れ
た
。

多
く
の
国
の
代
表
は
、
新
し
い
海
洋
法
条
約
の
解
釈
と
適
用
か
ら
生
ず
る
紛
争
を
、
強
制
的
な
解
決
手
続
に
付
託
し
て
（
条
約
規
定
の
デ
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論説

リ
ケ
呈
な
つ
フ
愚
論
持
す
る
こ
と
の
重
遷
に
つ
い
て
意
見
が
着
し
た
が
＾
窃
紛
争
解
決
霧
が
条
約
の
す
べ
て
の
規
定
に

つ
い
て
一
律
に
適
用
さ
れ
る
べ
き
か
、
あ
る
い
は
若
干
の
事
項
に
つ
い
て
は
適
用
が
除
外
さ
れ
る
か
を
め
ぐ
っ
て
は
、
見
解
の
対
立
が
顕

著
で
あ
ろ
’
え
。
－
■

幽
包
括
的
な
紛
争
解
決
義
務
を
主
張
す
る
側
か
ら
は
、
沿
岸
国
の
裁
量
権
の
行
使
か
ら
生
ず
る
紛
争
に
強
制
的
手
続
が
適
用
さ
れ
な
い
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　

す
る
と
、
排
他
的
経
済
水
域
に
お
け
る
他
国
の
権
利
と
利
益
が
保
護
さ
れ
な
い
、
沿
岸
国
が
排
他
的
経
済
水
域
に
お
け
る
外
国
船
舶
の
行

動
に
つ
い
て
馬
条
約
規
定
を
第
一
次
的
に
解
釈
し
て
執
行
す
る
立
場
に
あ
る
以
上
、
排
他
的
経
済
水
域
に
お
け
る
他
国
の
権
利
は
、
沿
岸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
玉
）

掴
①
権
利
t
同
等
の
法
的
保
護
を
う
歪
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
強
調
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
紛
争
解
決
義
務
の
除
外
を
主
張
す

る
側
か
ら
は
、
排
他
的
経
済
水
域
制
度
は
、
水
域
の
天
然
資
源
の
探
査
・
開
発
に
関
す
る
す
べ
て
の
事
項
に
．
つ
い
て
、
沿
岸
国
の
排
他
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

管
轄
権
を
認
め
て
い
る
こ
と
、
排
他
的
経
済
水
域
で
沿
岸
国
に
許
さ
れ
た
決
定
権
を
争
う
余
地
を
認
め
る
な
ら
ば
、
忠
節
的
経
済
水
域
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　

制
度
自
体
が
無
意
味
に
な
る
こ
乏
、
国
家
管
轄
権
内
の
水
域
で
発
生
す
る
紛
争
は
、
沿
岸
国
裁
判
所
の
排
他
的
権
限
に
属
す
る
も
の
で
あ

　
，
（
2
0
）
．

る
こ
と
、
あ
る
い
は
、
沿
岸
魚
の
排
他
的
管
轄
権
の
行
使
か
ら
生
ず
る
紛
争
を
国
際
法
廷
の
審
理
に
服
さ
せ
る
こ
と
は
、
排
他
的
経
済
水

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
　

域
を
公
海
め
一
部
と
み
な
す
も
の
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
強
調
さ
れ
忙
。

滋
ム
議
憲
£
℃
た
対
立
を
妥
協
さ
せ
る
た
め
藪
）
種
々
φ
示
唆
が
な
さ
れ
た
．
た
と
え
ば
、
△
・
意
に
達
す
る
た
め
に
は
、
餓
解

決
義
務
に
つ
い
て
最
小
限
の
例
外
を
設
け
る
必
要
が
あ
る
。
沿
岸
国
の
排
他
的
管
轄
権
の
行
使
に
り
い
て
は
、
条
約
が
沿
岸
国
に
裁
量
権

蒋
強
し
活
蕩
ム
．
蒋
R
．
国
際
藷
か
ら
の
免
除
を
認
め
る
が
、
沿
岸
票
難
儀
健
あ
た
．
て
他
国
の
籍
へ
の
違
国

馬
宿
の
無
規
他
国
に
不
利
益
と
な
る
よ
う
な
矯
を
行
わ
な
い
こ
と
を
条
件
と
す
る
．
沿
岸
国
の
越
権
は
鶏
に
基
づ
い
て
行

使
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
㌧
裁
量
権
が
恨
度
を
て
え
て
行
使
さ
れ
た
場
合
に
は
紛
争
解
決
手
続
が
適
用
謝
れ
る
。
あ
る
い
は
、
特
定
の
紛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　

争
が
除
外
κ
該
当
す
る
か
否
か
の
問
題
に
つ
い
て
、
国
際
裁
判
所
が
審
理
す
る
権
限
を
も
つ
べ
き
で
あ
る
な
ど
で
あ
る
。
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∴
つ
ま
り
、
排
他
的
経
済
水
域
に
お
け
る
紛
争
の
取
扱
い
を
め
ぐ
っ
て
、
こ
の
水
域
で
の
他
国
の
権
利
の
保
護
を
重
視
す
る
国
は
、
沿
岸

国
が
海
洋
法
条
約
を
解
釈
し
適
用
す
る
専
断
的
な
権
利
を
も
つ
な
ら
ば
、
排
他
的
経
済
水
域
に
お
け
る
他
国
の
権
利
と
自
由
が
無
意
味
に

な
る
た
め
（
沿
岸
国
に
よ
る
裁
量
権
の
行
使
も
国
際
裁
判
所
の
審
理
の
下
に
お
く
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
排

他
鮒
経
済
水
域
に
お
け
る
沿
岸
国
の
権
利
の
保
護
を
重
視
す
る
国
は
、
こ
の
水
域
に
お
い
て
沿
岸
国
の
と
る
規
制
措
置
や
執
行
措
置
に
対

ル
て
い
煮
魚
が
国
襟
法
廷
で
そ
の
当
否
を
争
う
な
ら
ば
裁
量
権
の
行
使
が
阻
害
さ
れ
る
の
で
♪
国
際
裁
判
所
の
審
理
対
象
か
ら
除
外
さ
れ

る
べ
き
で
あ
み
と
主
張
す
る
の
で
あ
る
ゆ
し
た
が
っ
て
、
て
の
問
題
の
解
決
は
、
排
他
的
経
済
水
域
に
お
け
る
沿
岸
国
の
権
利
の
保
護
乏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

国
際
社
会
の
権
利
の
保
護
之
を
随
い
か
に
バ
ラ
ン
ス
さ
せ
る
か
に
か
か
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
排
他
的
経
済
水
域
に
お
け
る
紛
争
の
な

か
で
一
国
僚
法
廷
へ
の
付
託
を
義
務
づ
け
ら
れ
る
事
項
と
一
付
託
を
除
外
さ
れ
る
事
項
と
を
選
別
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。
と
同
時

に
、
・
排
他
的
経
済
水
域
忙
諮
い
て
沿
岸
国
に
付
与
さ
れ
る
権
利
と
課
さ
れ
る
義
務
、
な
ら
び
に
、
他
国
が
享
受
す
る
権
利
と
遵
守
す
べ
き

義
務
と
を
条
約
上
に
明
記
す
る
こ
と
、
ひ
い
て
は
、
排
他
的
経
済
水
域
の
法
的
地
位
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
必
要
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

ゐ
2
単
画
草
案
第
』
次
改
訂
案
．
．
（
一
九
七
六
年
五
月
）

　
ア
メ
ラ
シ
ン
ゲ
議
長
は
、
’
第
四
会
期
に
お
け
る
討
議
を
参
考
に
し
て
単
一
草
案
に
修
正
を
加
え
た
条
文
案
を
、
一
九
七
六
年
五
月
六
日

　
　
　
　
．
（
2
7
）

付
で
公
表
七
迦
っ
覇
争
解
決
条
項
は
、
第
個
会
期
に
な
っ
て
か
ら
は
じ
め
て
公
開
の
場
で
討
議
さ
れ
た
が
、
紛
争
解
決
義
務
に
対
す
る
例

外
の
問
題
が
も
っ
と
も
論
議
を
あ
つ
め
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
に
関
す
る
改
訂
テ
キ
ス
ト
は
、
つ
ぎ
の
通
り
で
あ
る
。

　
第
・
『
八
条
ユ
．
こ
の
条
約
の
い
か
な
る
規
症
も
、
以
下
の
場
合
を
除
い
て
、
沿
岸
国
の
主
権
的
権
利
、
排
他
的
権
利
若
し
く
は
排
他
的
管
轄
権
の
行
使
に

　
関
係
す
乃
紛
争
を
、
「
こ
の
条
約
π
定
め
る
紛
争
解
決
手
続
に
付
託
す
る
こ
と
を
締
約
国
に
要
求
す
る
も
の
で
は
な
い
。

　
　
匂
　
沿
岸
国
が
、
，
航
行
若
し
く
鳳
上
空
飛
行
の
自
由
、
海
底
電
線
若
し
く
は
海
底
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
敷
設
の
自
由
に
干
渉
す
る
こ
と
に
よ
り
、
又
は
、
他

　
　
　
　
屈
の
利
益
の
た
め
甚
こ
の
条
約
で
將
に
規
定
さ
れ
た
実
体
的
権
利
に
対
し
て
正
当
な
考
慮
を
払
わ
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
条
約
に
基
づ
く
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論説
　
　
　
　
沿
岸
国
の
義
務
に
違
反
し
た
こ
と
が
申
し
立
て
ら
れ
る
場
合

　
　
㈲
　
他
国
が
、
㈲
の
自
由
を
行
使
す
る
に
あ
た
り
、
こ
の
条
約
又
は
こ
れ
に
合
致
し
て
沿
岸
国
が
制
定
し
た
法
令
に
基
づ
く
、
当
該
他
国
の
義
務
に

　
　
　
　
違
反
し
た
こ
と
が
申
し
立
て
ら
れ
る
場
合

　
」
ω
　
沿
岸
国
が
、
・
こ
の
条
約
又
は
こ
れ
に
従
っ
て
権
限
の
あ
る
国
際
機
閑
に
よ
り
設
定
さ
れ
た
国
際
的
な
基
準
で
あ
っ
て
、
当
該
沿
岸
国
に
適
用
が
あ

　
　
　
　
り
か
つ
海
洋
環
境
の
保
全
に
関
す
る
も
の
（
た
だ
し
、
当
該
国
際
的
基
準
は
特
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
条
件
と
す
る
。
）
の
適
用
を
怠
る

　
　
　
　
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
条
約
に
基
づ
く
沿
岸
国
の
義
務
に
違
反
し
た
と
申
し
立
て
ら
れ
る
場
合

　
な
お
、
同
条
二
項
の
選
択
的
除
外
宣
言
に
関
す
る
規
定
は
、
単
一
法
案
の
同
項
㈲
に
あ
っ
た
h
沿
岸
国
の
で
の
条
約
に
基
づ
く
規
制
管

轄
権
及
び
執
行
管
轄
権
に
よ
ゐ
裁
量
権
の
行
使
か
ち
生
ず
る
紛
争
」
が
削
除
さ
れ
て
、
各
号
が
繰
り
あ
が
っ
た
以
外
は
ま
っ
た
く
同
文
で

あ（

C
・

「
て
の
問
題
に
つ
い
て
、
改
訂
案
で
加
え
ら
れ
た
修
正
は
つ
ぎ
の
諸
点
で
あ
る
9
第
一
に
、
紛
争
解
決
義
務
か
ら
原
則
的
に
除
外
さ
れ
る

紛
争
を
、
「
沿
岸
国
の
こ
の
条
約
に
基
づ
く
排
他
約
管
轄
権
の
行
使
か
ら
生
ず
る
紛
争
」
と
い
う
表
現
か
ら
、
h
沿
岸
国
の
主
権
的
権
利
、

排
他
的
権
利
若
し
く
は
排
他
的
管
轄
権
の
行
使
に
関
係
す
る
紛
争
L
へ
と
修
正
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
排
他
的
経
済
水
域
に
お
い
て
沿
岸
国
に

付
与
さ
れ
る
権
利
を
明
確
に
規
定
す
べ
し
と
の
（
本
会
議
で
表
明
さ
れ
た
意
見
を
考
慮
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
単
一
草
案

第
二
部
第
四
五
条
は
、
排
他
的
経
済
水
域
で
沿
岸
国
が
行
使
す
る
権
利
と
し
て
、
㈲
　
天
然
資
源
の
探
査
、
開
発
、
保
存
お
よ
び
管
理
に

　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
へ

関
す
る
主
権
的
権
利
、
㈲
　
人
工
島
、
設
備
お
よ
び
構
築
物
の
設
置
お
よ
び
利
用
に
関
す
る
排
他
的
権
利
な
ら
び
に
管
轄
権
、
⑥
　
排
他

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

的
経
済
水
域
の
経
済
的
探
査
お
よ
び
開
発
活
動
、
な
ら
び
に
、
科
学
的
調
査
に
関
す
る
排
他
的
管
轄
権
、
㈲
　
海
洋
環
境
の
保
全
に
関
す

る
管
轄
権
、
⑧
　
こ
の
条
約
に
定
め
る
他
の
権
利
お
よ
び
義
務
を
あ
げ
て
い
る
（
傍
点
筆
者
）
。
こ
の
規
定
は
、
改
訂
草
案
第
二
部
第
四
四

条
に
お
い
て
も
同
じ
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
・
排
他
的
経
済
水
域
に
お
け
る
生
物
資
源
の
管
理
、
大
陸
棚
資
源
の
開
発
、
－
人
工
島
な
ど
の
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利
用
、
水
域
の
経
済
的
利
用
お
よ
び
科
学
的
調
査
な
ど
は
、
沿
岸
国
の
主
権
的
権
利
へ
排
他
的
権
利
ま
た
は
排
他
的
管
轄
権
の
行
使
に
相

当
す
る
の
で
、
こ
れ
ら
に
関
係
す
る
紛
争
は
、
第
一
八
条
一
項
に
列
挙
さ
れ
た
場
合
を
除
い
て
、
紛
争
解
決
手
続
に
付
託
す
る
義
務
を
負

わ
な
い
こ
と
に
な
る
。
そ
の
反
面
と
し
て
、
海
洋
環
境
の
保
全
や
こ
の
条
約
に
定
め
る
他
の
権
利
の
行
使
に
関
係
す
る
紛
争
は
、
紛
争
解

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）

決
手
続
に
付
託
す
る
義
務
を
負
う
事
例
に
該
当
す
る
と
解
釈
で
き
る
こ
と
に
な
る
。

　
第
二
に
、
排
他
的
経
済
水
域
に
お
け
る
事
件
で
あ
っ
て
、
強
制
的
手
続
に
付
託
さ
れ
る
紛
争
の
老
馬
に
つ
い
て
、
第
一
次
改
訂
案
で
は
、

航
行
、
上
空
飛
行
、
海
底
電
線
敷
設
の
自
由
へ
の
干
渉
と
な
ら
ん
で
、
　
「
他
国
の
利
益
の
た
め
に
こ
の
条
約
で
特
に
規
定
し
た
実
体
的
権

利
に
対
し
て
正
当
な
考
慮
を
払
わ
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
り
」
、
沿
岸
国
が
条
約
義
務
に
違
反
し
た
と
申
し
立
て
ら
れ
る
場
合
と
表
現
を
修

正
し
て
、
排
他
的
経
済
水
域
に
お
け
る
他
国
の
権
利
の
保
護
を
強
化
し
て
い
る
（
同
草
案
第
一
八
条
一
項
㈲
）
。
と
同
時
に
、
新
た
に
、
排
他

的
経
済
水
域
に
お
い
て
他
国
が
こ
れ
ら
の
自
由
を
行
使
す
る
に
あ
た
っ
て
、
こ
の
条
約
ま
た
は
こ
れ
に
合
致
し
て
制
定
さ
れ
た
沿
岸
国
の

法
令
に
違
反
し
た
場
合
に
も
、
強
制
的
手
続
に
付
託
さ
れ
る
こ
と
を
規
定
し
て
（
再
遊
一
八
条
一
項
㈲
）
、
沿
岸
国
の
権
利
の
保
護
を
強
め

て
お
り
、
こ
の
水
域
に
お
け
る
他
国
の
権
利
と
沿
岸
国
の
権
利
の
司
法
的
保
護
に
つ
い
て
の
バ
ラ
ン
ス
を
計
っ
て
い
る
。

　
第
三
に
、
単
一
草
案
に
お
い
て
は
、
こ
の
条
約
の
批
准
に
際
し
て
締
約
国
が
、
列
挙
さ
れ
た
種
類
の
紛
争
に
つ
い
て
強
制
的
手
続
を
受

諾
し
な
い
旨
を
宣
言
で
き
る
と
し
て
い
た
。
第
一
次
改
訂
案
に
お
い
，
て
も
、
こ
の
選
択
的
除
外
宣
言
め
方
式
は
維
持
さ
れ
て
い
る
が
浅
「
沿

岸
国
の
こ
の
条
約
に
基
づ
く
規
制
管
轄
権
及
び
執
行
管
轄
権
に
よ
る
裁
量
権
の
行
使
か
ら
生
ず
る
紛
争
」
を
、
列
挙
さ
れ
た
紛
争
の
種
類

の
な
か
か
ち
削
除
し
た
こ
と
に
大
き
な
変
化
が
み
ち
れ
る
。
そ
の
結
果
、
排
他
的
経
済
水
域
に
お
け
る
沿
岸
国
の
裁
量
権
の
行
使
か
ら
生

ず
る
紛
争
は
馬
締
約
国
が
除
外
宣
言
を
特
に
行
う
こ
と
な
し
に
、
当
然
に
国
際
裁
判
所
の
管
轄
か
ら
除
外
ざ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
う

し
て
、
改
訂
案
に
お
い
て
は
、
排
他
的
経
済
水
域
に
お
け
る
沿
岸
国
の
権
利
と
他
国
の
権
利
の
保
護
の
間
に
バ
ラ
ン
ス
を
維
持
す
る
こ
と

に
重
点
を
お
く
あ
ま
り
、
水
域
の
天
然
資
源
に
対
す
る
沿
岸
国
の
す
べ
て
の
権
利
を
、
国
際
法
廷
の
強
制
的
管
轄
の
外
に
お
く
こ
と
に
な

51・（3－4　●121）　581



　
　
つ
た
の
で
あ
っ
た
Q
「
、
　
・
　
　
－
「
．
」

説　
　
6
・
改
・
ご
訂
∴
〆
草
冒
案
－
・
八
一
九
七
六
年
’
＝
月
）

論
層　

　
、
・
紛
争
解
決
に
関
す
る
単
一
草
案
第
÷
次
改
訂
案
の
第
四
部
は
、
一
九
七
六
年
夏
の
第
五
会
期
に
お
い
て
逐
条
，
審
議
さ
れ
た
。
こ
の
交
渉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）

　
　
経
過
を
反
映
し
た
「
改
訂
単
一
交
渉
草
案
（
R
S
N
T
）
」
の
第
四
部
は
、
」
同
年
一
一
月
二
三
日
付
で
公
表
さ
れ
た
。
こ
の
草
案
に
お
け
る

　
　
強
制
的
手
続
の
適
用
制
限
に
関
す
る
規
定
は
、
・
つ
ぎ
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
・
・
第
．
一
七
条
ユ
　
こ
の
条
約
に
よ
り
承
認
さ
れ
た
沿
岸
国
の
主
権
的
権
利
、
排
他
的
権
利
若
し
く
は
排
他
的
管
轄
権
の
行
使
に
関
係
す
る
紛
争
は
、
つ
ぎ
の

　
　
　
場
合
に
だ
け
第
二
節
に
定
め
る
手
続
に
付
託
さ
れ
る
。

　
　
　
汐
㈲
　
沿
岸
国
が
、
航
行
、
上
空
飛
行
、
海
底
電
線
及
び
海
底
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
敷
設
の
自
由
、
な
ら
び
に
、
航
行
又
は
通
信
に
関
係
す
る
国
際
的
に
適

　
　
　
　
　
　
生
な
他
0
三
三
に
り
い
て
》
虐
め
条
約
の
規
雄
に
違
反
し
て
行
動
ル
究
こ
と
が
申
し
立
て
ら
れ
る
場
合

　
　
　
　
㈲
　
い
ず
れ
か
の
国
が
、
㈲
の
自
由
を
行
使
す
る
に
あ
た
り
、
こ
の
条
約
の
規
定
又
は
こ
の
条
約
及
び
こ
れ
と
両
立
す
る
他
の
国
際
法
規
に
合
致
し
て

　
　
　
　
　
　
沿
岸
国
が
制
定
し
九
法
冷
北
違
反
し
て
行
回
し
た
こ
乏
が
申
し
立
て
ら
れ
る
場
合

　
　
　
　
⑩
、
沿
岸
緊
悔
良
馬
の
保
金
は
窪
の
科
学
的
調
査
の
実
施
に
つ
い
基
調
設
沿
岸
国
に
適
用
さ
れ
、
、
か
つ
、
こ
の
条
約
に
よ
蔓
は
・
、
の

　
　
　
　
　
　
条
絢
に
従
っ
て
行
動
す
る
権
限
の
あ
る
園
際
機
関
に
よ
り
設
定
さ
れ
る
、
特
定
の
国
際
的
基
準
に
違
反
し
て
行
動
し
た
こ
と
が
申
し
立
て
ら
れ
る

　
　
　
　
　
　
場
合
，

　
　
　
環
④
唄
沿
岸
酎
が
、
生
物
資
源
に
関
す
る
権
利
の
行
使
又
は
義
務
の
履
行
に
つ
い
で
、
こ
の
条
約
に
定
め
る
条
件
の
遵
守
を
明
白
に
怠
っ
た
こ
と
が
申
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
　

　
　
　
　
　
鉱
立
て
ら
れ
る
場
合
。
た
だ
し
、
沿
岸
国
の
主
権
的
権
利
は
い
か
な
る
場
合
に
も
審
理
の
対
象
と
さ
れ
な
い
。

　
　
　
－
，
国
際
裁
判
所
の
管
轄
権
の
適
用
が
制
限
さ
れ
る
場
合
に
つ
い
て
、
改
訂
草
案
は
、
前
の
テ
キ
ス
ト
の
文
言
を
若
干
修
正
す
る
に
ど
ど
ま

　
　
　
つ
て
い
る
。
第
一
、
に
、
排
他
的
経
済
水
域
に
お
け
る
紛
争
で
あ
っ
て
、
沿
岸
国
が
他
国
の
自
由
に
干
渉
し
た
場
合
、
あ
る
い
は
、
．
他
国
が

　
　
自
由
の
行
使
に
あ
た
り
沿
岸
国
の
法
令
に
違
反
し
た
場
合
に
、
強
制
的
解
決
手
続
が
適
用
さ
れ
る
点
に
つ
い
て
は
変
更
が
な
い
。
も
っ
と
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も
、
旧
テ
キ
ス
ト
で
は
、
　
「
他
国
の
利
益
の
た
め
に
…
…
規
定
さ
れ
た
実
体
的
権
利
に
対
し
て
正
当
な
考
慮
を
払
わ
な
か
っ
た
こ
と
に
よ

り
」
と
い
う
抽
象
的
な
表
現
で
あ
っ
た
も
の
を
、
　
「
航
行
又
は
通
信
に
関
係
す
る
国
際
的
に
適
法
な
他
の
使
用
に
つ
い
て
」
馬
沿
岸
国
が

条
約
に
違
反
し
た
場
合
と
修
正
し
て
、
排
他
的
経
済
水
域
に
お
い
て
法
的
保
護
を
う
け
る
他
国
の
権
利
が
、
航
行
と
通
信
に
関
係
す
る
海

洋
の
使
用
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
を
明
確
に
し
て
い
る
。

　
第
二
に
、
改
訂
草
案
で
は
、
海
洋
環
境
の
保
全
の
問
題
に
加
え
て
、
沿
岸
国
が
海
洋
の
科
学
的
調
査
の
実
施
に
関
す
る
国
際
的
基
準
に

違
反
し
た
場
合
に
も
、
強
制
的
手
続
の
適
用
を
う
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
、
沿
岸
国
が
生
物
資
源
に
関
す
る
権
利
の
行
使
と
義
務
の

履
行
に
つ
い
て
、
条
約
に
定
め
る
条
件
の
遵
守
を
怠
っ
た
こ
と
が
明
白
に
認
め
ら
れ
る
場
合
に
も
、
国
際
裁
判
所
の
審
理
に
付
託
さ
れ
る

こ
と
が
新
た
に
規
定
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
排
他
的
経
済
水
域
に
お
け
る
海
洋
環
境
の
保
全
と
科
学
的
調
査
の
実
施
に
つ
い
て
は
、
沿
岸

国
の
権
利
行
使
に
関
し
て
国
際
裁
判
所
で
争
う
こ
と
が
許
さ
れ
る
が
、
生
物
資
源
に
対
す
る
沿
岸
国
の
権
利
行
使
に
つ
い
て
は
、
条
約
に

規
定
さ
れ
た
条
件
に
明
白
に
違
反
し
た
場
合
に
だ
け
、
国
際
法
廷
の
管
轄
に
服
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
第
三
に
、
前
の
テ
キ
ス
ト
で
は
、
一
定
の
種
類
の
紛
争
に
つ
い
て
国
内
的
救
済
措
置
を
完
了
し
な
け
れ
ば
、
国
際
裁
判
所
へ
付
託
で
き

遇
い
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
た
（
同
草
案
第
一
四
条
）
。
し
か
し
、
改
訂
草
案
に
お
い
て
は
、
こ
の
国
内
的
救
済
に
関
す
る
規
定
を
す
べ
て

削
除
し
面
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
規
定
が
削
除
さ
れ
た
の
は
「
国
内
的
救
済
に
関
す
る
規
定
を
条
約
中
に
存
続
す
る
な
ら
ば
、
排
他

釣
経
済
水
域
に
お
η
る
沿
南
国
の
行
動
を
め
ぐ
る
紛
争
に
づ
い
て
、
国
内
的
救
済
措
置
さ
え
完
了
す
れ
ば
国
際
法
廷
で
魚
う
こ
と
が
・
で
き

を
と
す
る
解
釈
が
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
。
で
の
点
で
、
排
他
的
経
済
水
域
で
発
生
す
る
紛
争
に
つ
い
て
、
国
内
裁
判
所
の
専
属
的
管
轄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

権
を
主
張
す
る
諸
国
が
、
こ
の
規
定
の
存
置
に
強
く
反
対
し
た
た
め
削
除
さ
れ
た
と
い
わ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
理
由
に
よ
る
削
除

は
ま
っ
た
く
の
誤
解
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
た
と
え
こ
の
規
定
が
削
除
さ
れ
て
も
、
な
お
外
国
人
が
沿
岸
国
の
排
他
的
経
済
水
域
で
う

け
た
侵
害
に
関
す
る
紛
争
を
国
際
裁
判
所
へ
提
訴
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
沿
岸
国
の
国
内
的
救
済
手
続
を
完
済
す
る
こ
と
が
条
件
に
な
る
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こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
だ
ろ
う
。

7
　
統
　
合
‘
章
　
案
　
　
（
一
九
七
七
年
七
月
）

　
第
六
会
期
の
終
了
直
後
に
公
表
さ
れ
た
「
非
公
式
統
合
交
渉
草
案
（
I
C
N
T
）
」
は
、
こ
れ
ま
で
深
海
底
、
海
洋
制
度
一
般
、
．
海
洋
環

境
の
保
護
お
よ
び
科
学
的
調
査
、
紛
争
解
決
と
四
部
か
ら
構
成
さ
れ
て
き
た
交
渉
草
案
を
一
本
化
し
、
条
文
を
通
し
番
号
で
配
列
し
て
い

（
3
3
）

る
。
．
そ
し
て
、
紛
争
解
決
に
関
す
る
冬
文
は
、
統
合
箪
案
の
第
一
五
部
に
配
置
さ
れ
た
。
こ
の
雲
脚
に
お
い
て
、
紛
争
の
強
制
的
鯉
決
手

続
の
適
用
除
外
の
問
題
に
つ
い
て
、
以
下
の
規
定
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。

　
第
二
九
六
条
1
　
第
一
節
に
基
づ
く
義
務
を
害
す
る
こ
と
な
く
、
こ
の
条
約
に
定
め
る
沿
岸
国
の
主
権
的
権
利
若
し
く
は
管
轄
権
の
行
使
に
関
す
る
紛
争

　
は
、
つ
ぎ
の
条
件
が
遵
守
さ
れ
た
と
き
に
の
み
、
こ
の
条
約
に
定
め
る
手
続
の
適
用
を
う
け
る
。

　
　
㈲
　
こ
の
条
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
紛
争
に
つ
い
て
、
裁
判
所
は
紛
争
を
付
託
し
た
当
事
国
が
請
求
に
一
応
正
当
な
理
由
の
あ
る
こ
と
を
立
証
す
る
ま

　
　
　
　
で
、
他
方
の
当
事
国
に
応
答
す
る
よ
う
要
請
し
な
い
。

　
　
㈲
　
裁
判
所
は
、
訴
訟
手
続
の
濫
用
と
な
る
と
決
定
す
る
申
請
を
受
理
し
な
い
。

　
　
㈲
　
裁
判
所
は
、
紛
争
の
他
方
当
事
国
に
対
し
紛
争
が
付
託
さ
れ
た
こ
と
、
及
び
、
他
方
当
事
国
が
望
む
場
合
に
は
申
請
の
受
理
に
対
す
る
異
議
を
申

　
　
　
　
し
立
て
で
き
る
旨
を
直
ち
に
通
報
す
る
。

　
2
　
1
の
条
件
が
履
行
さ
れ
る
こ
と
を
条
件
に
し
て
、
裁
判
所
は
、
つ
ぎ
の
事
件
を
審
理
す
る
管
轄
権
を
有
す
る
。

　
　
．
②
　
沿
岸
国
が
、
第
五
八
条
に
規
定
す
る
航
行
、
・
上
空
飛
行
、
海
底
電
線
及
び
海
底
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
敷
設
の
自
由
及
び
権
利
並
び
に
他
の
国
際
的
に
適

　
　
　
　
・
法
な
海
洋
の
使
用
に
つ
い
て
、
こ
の
条
約
の
規
定
に
違
反
し
て
行
動
し
た
こ
と
が
申
し
立
て
ら
れ
る
場
合

　
　
㈲
－
い
ず
れ
か
の
国
が
「
㈲
の
自
由
若
し
く
は
権
利
を
行
使
し
又
は
㈲
の
使
用
を
行
う
に
あ
た
り
、
こ
の
条
約
の
規
定
に
違
反
し
て
、
又
は
、
こ
の
条

　
　
　
　
約
及
び
こ
の
条
約
に
反
し
な
い
国
際
法
の
他
の
規
則
に
従
っ
て
沿
岸
国
が
制
定
し
た
法
令
に
違
反
し
て
、
，
行
動
し
た
こ
と
が
申
し
立
て
ら
れ
る
場

　
　
　
　
合
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ω
　
沿
岸
国
が
、
海
洋
環
境
の
保
護
及
び
保
全
の
た
め
の
特
定
の
国
際
的
な
規
則
及
び
基
準
で
あ
っ
て
、
当
該
沿
岸
国
に
適
用
の
あ
る
、
か
つ
、
こ
の

　
　
　
　
条
約
に
よ
り
設
定
さ
れ
る
か
又
は
こ
の
条
約
に
従
っ
て
権
限
の
あ
る
国
際
機
関
若
し
く
は
外
交
会
議
に
よ
っ
て
設
定
さ
れ
た
も
の
に
違
反
し
て
行

　
　
　
　
動
し
た
こ
と
が
、
申
し
立
て
ら
れ
る
場
合

　
3
　
海
洋
の
科
学
的
調
査
に
つ
い
て
の
こ
の
条
約
の
規
定
の
解
釈
又
は
適
用
に
関
す
る
い
か
な
る
紛
争
も
、
1
の
条
件
が
履
行
さ
れ
な
い
か
ぎ
り
裁
判
所

　
に
付
託
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
つ
ぎ
の
こ
と
を
条
件
に
す
る
。

　
　
③
　
第
二
四
七
条
及
び
第
二
五
四
条
の
規
定
が
遵
守
さ
れ
な
か
っ
た
と
申
し
立
て
ら
れ
る
場
合
に
お
い
て
も
、
第
二
四
七
条
に
基
づ
く
権
利
又
は
裁
量

　
　
　
　
の
行
使
若
し
く
は
第
二
五
四
条
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
た
決
定
は
、
い
か
な
る
場
合
に
も
審
理
の
対
象
と
は
な
ら
な
い

　
　
㈲
　
裁
判
所
は
、
そ
の
裁
量
を
も
っ
て
沿
岸
国
の
裁
量
に
代
え
て
は
な
ら
な
い

　
4
　
海
洋
の
生
物
資
源
に
つ
い
て
の
こ
の
条
約
の
規
定
の
解
釈
又
は
適
用
に
関
す
る
い
か
な
る
紛
争
も
、
1
の
条
件
が
履
行
さ
れ
な
い
か
ぎ
り
裁
判
所
に

　
付
託
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
つ
ぎ
の
こ
と
を
条
件
に
す
る
。

　
　
㈲
第
六
一
条
、
第
六
二
条
、
第
六
九
条
及
び
第
七
〇
条
に
基
づ
き
生
ず
る
義
務
が
履
行
ざ
れ
な
か
っ
た
と
申
し
立
て
ら
れ
る
場
合
に
お
い
て
も
、
第

　
　
　
　
六
一
条
及
び
第
六
二
条
に
基
づ
く
裁
量
の
行
使
は
、
い
か
な
る
場
合
に
も
審
理
の
対
象
と
は
な
ら
な
い

　
　
㈲
　
裁
判
所
は
、
そ
の
裁
量
を
も
っ
て
、
沿
岸
国
の
裁
量
に
代
え
て
は
な
ら
な
い

　
　
ω
　
沿
岸
国
の
主
権
的
権
利
は
、
い
か
な
る
場
合
に
も
審
理
の
対
象
と
は
な
ら
な
い

　
5
　
前
諸
項
に
よ
っ
て
第
二
節
に
定
め
る
手
続
か
ら
除
外
さ
れ
た
紛
争
は
、
当
該
紛
争
の
す
べ
て
の
当
事
国
の
合
意
に
よ
っ
て
の
み
第
二
節
の
手
続
に
付

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
4
）

　
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
＝

」
、
海
洋
法
会
議
第
六
会
期
（
一
九
七
七
年
）
の
交
渉
に
お
い
て
も
、
紛
争
の
強
制
的
解
決
手
続
の
適
用
範
囲
を
め
ぐ
る
対
立
は
、
な
お
解
消

す
る
に
は
い
た
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
統
合
草
案
に
掲
載
さ
れ
た
第
二
九
六
条
の
規
定
は
、
ア
メ
ラ
シ
ン
ゲ
議
長
が
、
こ
の
対
立
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
5
）

妥
協
さ
せ
る
た
め
の
基
礎
に
な
る
こ
と
を
意
図
し
て
提
案
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
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・
第
｝
に
、
～
統
ム
ロ
草
案
で
な
、
沿
岸
国
の
主
権
的
権
利
ま
た
は
管
轄
権
の
行
使
に
関
す
る
紛
争
に
つ
い
て
は
、
一
定
の
条
件
が
遵
守
さ
れ

た
と
き
忙
だ
け
紛
争
解
決
手
続
の
適
用
を
う
け
る
と
い
う
、
予
備
手
続
の
制
度
が
新
た
に
規
定
さ
れ
た
（
同
草
案
第
二
九
六
条
一
項
）
。
こ

れ
遺
、
第
六
会
期
エ
諮
け
る
討
議
に
お
い
て
、
沿
岸
国
側
が
排
他
的
経
済
水
域
で
発
生
す
る
紛
争
に
つ
い
ズ
、
他
国
が
条
約
冗
規
定
す
る
訴

訟
手
続
を
濫
用
す
る
な
ら
ば
、
不
必
要
に
国
際
法
廷
に
引
き
だ
さ
れ
る
の
を
お
そ
れ
て
お
り
、
排
他
的
経
済
水
域
に
お
け
る
沿
岸
国
の
権

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
6
）

利
の
保
護
を
求
め
て
い
る
こ
と
か
ら
設
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
種
の
紛
争
に
つ
き
訴
訟
を
提
起
し
た
国
が
請
求
の
根
拠

を
立
証
す
る
ま
で
は
、
裁
判
所
が
請
求
を
受
理
し
な
い
と
い
う
制
度
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
他
国
に
よ
る
訴
訟
手
続
の
濫
用
か
ら
沿
岸
国
を

保
護
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
て
、
裁
判
所
が
当
該
事
件
に
つ
い
て
管
轄
権
を
有
す
る
か
否
か
を
争
う
、
先
決
的
抗
弁
と
は
別
個
の
制
度

　
　
（
3
7
）

で
あ
る
。
な
お
、
改
訂
草
案
で
一
日
削
除
さ
れ
た
国
内
的
救
済
に
関
す
る
規
定
が
復
活
さ
れ
て
、
国
内
的
救
済
を
尽
す
こ
と
が
国
際
法
に

よ
り
要
求
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
そ
れ
を
尽
す
こ
と
が
国
際
裁
判
所
へ
の
付
託
の
前
提
条
件
に
な
る
と
い
う
一
般
的
な
表
現
の
か
た
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

で
、
統
合
草
案
の
な
か
に
規
定
さ
れ
た
（
同
第
二
九
四
条
）
。

　
筑
二
に
、
こ
れ
ま
で
強
制
的
手
続
の
適
用
制
限
が
問
題
に
な
る
紛
争
に
つ
い
て
、
　
「
沿
岸
国
の
主
権
的
権
利
、
排
他
的
権
利
若
し
く
は

排
他
的
管
轄
権
の
行
使
に
関
係
す
る
紛
争
」
と
い
う
表
現
が
用
い
ら
れ
て
き
た
が
、
統
合
草
案
で
は
「
沿
岸
国
の
主
権
的
権
利
若
し
く
は

管
轄
権
の
肴
使
に
欄
聴
す
る
紛
争
（
同
第
二
九
六
条
一
項
）
」
と
改
め
ら
れ
た
。
こ
れ
は
、
排
他
的
経
済
水
域
忙
お
い
て
沿
岸
国
に
付
与
さ

れ
る
権
利
に
つ
い
で
、
統
合
草
案
に
お
い
て
は
権
利
の
表
現
と
分
類
が
変
更
さ
れ
た
（
同
第
五
六
条
）
ご
と
を
う
け
た
も
の
で
あ
る
。
統
合

草
案
に
お
い
て
も
ハ
排
他
的
経
済
水
域
に
お
け
る
航
行
と
通
信
の
自
由
な
ら
び
に
海
洋
環
境
の
保
護
の
問
題
に
関
す
る
紛
争
に
つ
い
て

は
、
予
備
手
続
を
経
る
と
い
う
新
し
い
条
件
が
加
わ
っ
た
点
を
除
い
て
、
国
際
裁
判
所
の
管
轄
権
に
服
す
る
こ
と
に
変
り
は
な
い
　
（
同
第

二
九
六
条
二
項
）
。
し
か
し
、
海
洋
の
科
学
的
調
査
に
関
す
る
紛
争
に
つ
い
て
は
、
改
訂
草
案
（
第
一
七
条
一
項
㈲
）
と
は
異
っ
た
規
定
が
設

け
β
れ
た
。
そ
し
て
、
科
学
的
調
査
に
関
す
る
沿
岸
国
の
同
意
制
度
（
同
草
案
第
二
四
七
条
）
と
調
査
終
止
権
（
同
第
二
五
四
条
）
を
め
ぐ
る
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紛
争
に
お
い
て
は
、
沿
岸
国
に
よ
る
裁
量
権
の
行
使
を
国
際
法
廷
で
争
う
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
（
同
第
二
九
六
条
三
項
）
。

「
第
三
に
、
第
六
会
期
に
お
け
る
交
渉
で
も
っ
と
も
論
議
さ
れ
た
の
は
、
排
他
的
経
済
水
域
に
お
け
る
漁
業
紛
争
の
取
扱
い
の
問
題
で
あ

っ
た
。
沿
岸
国
側
は
、
改
訂
草
案
に
お
け
る
、
’
，
「
沿
岸
国
が
、
生
物
資
源
に
関
す
る
権
利
の
行
使
又
は
義
務
の
履
行
に
つ
い
て
、
こ
の
条

約
に
定
め
る
条
件
の
遵
守
を
明
白
に
怠
っ
た
」
場
合
に
、
強
制
的
手
続
に
付
託
さ
れ
る
と
す
る
規
定
（
改
訂
草
案
第
一
七
条
一
項
㈹
）
に
反

対
し
て
ハ
そ
の
削
像
を
要
求
し
た
。
沿
岸
国
側
の
基
本
的
な
立
場
は
、
自
国
の
経
済
水
域
に
お
け
る
漁
業
に
関
す
る
紛
争
を
、
国
際
裁
判

所
に
付
託
し
て
解
決
す
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。
と
く
に
、
条
約
に
よ
っ
て
沿
岸
国
に
権
利
ま
た
は
自
由
裁
量
が
認
め
ら
れ
て
い
る
場

合
に
、
こ
の
条
約
に
従
っ
て
行
使
さ
れ
た
権
利
ま
た
は
裁
量
に
対
し
て
、
他
国
が
そ
の
効
力
を
争
う
こ
と
を
許
す
な
ら
ば
、
条
約
の
解
釈

ま
た
は
適
用
と
は
ま
っ
た
く
異
な
る
別
の
問
題
を
発
生
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
遠
洋
漁
業
国
、
内
陸

国
お
よ
び
地
理
的
不
利
国
の
側
は
、
排
他
的
経
済
水
域
の
灘
業
に
関
す
る
紛
争
、
と
く
に
水
域
へ
の
他
国
民
の
入
漁
に
関
係
す
る
紛
争

が
、
強
制
的
で
拘
束
力
あ
る
決
定
を
伴
う
解
決
手
続
に
付
託
さ
れ
る
の
で
な
け
れ
ば
、
条
約
上
認
め
ら
れ
た
権
利
が
保
証
さ
れ
な
い
と
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
9
）

張
し
て
対
立
し
た
の
で
あ
る
。
と
う
し
た
排
他
的
経
済
水
域
に
お
け
る
漁
業
紛
争
の
解
決
を
め
ぐ
る
対
立
を
妥
協
さ
せ
る
た
め
に
、
統
合

草
案
に
お
い
て
は
、
漁
業
紛
争
も
国
際
裁
判
所
に
付
託
さ
れ
る
こ
と
を
原
則
に
す
る
が
、
沿
岸
国
の
主
権
的
権
利
と
生
物
資
源
の
保
存
と

利
用
に
関
す
る
裁
量
権
の
行
使
は
、
い
か
な
る
場
合
に
も
審
理
の
対
象
と
は
な
ら
な
い
と
す
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
た
の
で
あ
る
　
（
同
草
案

第
二
九
六
条
四
項
）
。
．

　
第
四
に
声
改
訂
草
案
に
お
い
て
は
、
非
商
業
的
役
務
に
従
事
す
る
政
府
の
船
舶
と
航
空
機
に
よ
る
軍
事
的
活
動
を
含
む
、
軍
事
的
活
動

に
関
す
る
紛
争
に
つ
い
て
は
A
当
事
国
が
紛
争
解
決
義
務
か
ら
の
除
外
を
宣
言
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ
の
条
約
に
基
づ
く
法
律
の
執

行
活
動
鳳
軍
事
的
活
動
と
は
認
め
ち
れ
な
い
と
規
定
し
て
い
た
（
改
訂
草
案
第
一
八
条
一
項
㈲
）
。
し
か
し
、
統
合
草
案
に
お
い
て
は
、
排
他

的
経
済
水
域
に
お
け
る
主
権
的
権
利
ま
た
は
管
轄
権
の
行
使
に
係
る
法
律
の
執
行
活
動
も
、
国
際
裁
判
所
の
強
制
的
管
轄
権
か
ら
選
択
的
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に
除
外
で
き
る
こ
と
を
明
確
に
す
る
修
正
が
加
え
ら
れ
た
。
し
か
し
、
こ
の
修
正
は
ハ
か
え
っ
て
軍
事
的
活
動
乏
法
律
の
執
行
活
動
と
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
0
）

之
竜
に
選
択
的
除
外
宣
言
の
対
象
に
な
る
か
の
よ
う
な
、
誤
解
を
生
b
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
（
同
窓
書
辞
二
九
七
条
一
項
㈲
）
。

8
馬
第
五
交
渉
グ
ル
ー
プ
の
結
論
・
（
一
，
九
七
八
年
五
月
）

　
一
九
七
八
年
春
の
第
七
会
期
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
交
渉
で
合
意
に
達
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
七
つ
の
未
解
決
問
題
に
つ
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
交
渉
グ
ル
㌔
フ
を
結
成
し
て
集
中
的
な
審
議
を
行
う
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。

　
て
れ
ら
の
未
解
決
問
題
の
ひ
と
つ
に
「
排
他
的
経
済
水
域
に
お
け
る
沿
岸
国
の
主
権
的
権
利
の
行
使
に
関
す
る
紛
争
を
解
決
す
る
問
題
」

が
ゐ
げ
ら
れ
た
。
、
こ
の
問
題
を
担
当
b
た
の
が
第
五
交
渉
グ
ル
ー
プ
で
あ
っ
て
、
ギ
リ
シ
ア
の
ス
タ
ブ
ロ
ポ
ウ
ロ
ス
（
ω
冨
護
。
℃
。
巳
。
ω
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
1
）

大
使
を
議
長
と
す
る
三
六
力
国
の
代
表
か
ら
構
成
さ
れ
た
。
㌧
統
合
草
案
に
お
い
て
沿
岸
国
の
主
権
的
権
利
と
さ
れ
る
も
の
は
、
排
他
的
経

済
水
域
に
お
け
る
生
物
資
源
の
探
査
（
開
発
、
保
存
お
よ
び
管
理
の
た
め
の
主
権
的
権
利
、
排
他
的
経
済
水
域
の
経
済
的
な
探
査
お
よ
び

開
発
の
他
の
活
動
に
関
す
る
主
権
的
権
利
（
洞
草
案
第
五
六
条
一
項
㈲
）
、
な
ら
び
に
、
大
陸
棚
に
お
⇔
る
天
然
資
源
の
探
査
と
開
発
の
た

め
の
主
権
的
権
利
（
同
坐
七
七
条
一
項
y
で
あ
る
。
ル
か
し
、
第
五
交
渉
グ
ル
ー
プ
の
交
渉
で
は
、
排
他
的
経
済
水
域
に
お
け
る
漁
業
紛
争

の
取
扱
い
だ
け
が
審
議
さ
れ
え
。
噛

　
審
議
に
お
い
て
、
沿
岸
国
側
は
0
排
他
的
経
済
水
域
に
お
け
る
す
べ
て
の
漁
業
紛
争
を
強
制
的
手
続
か
ら
除
外
す
み
こ
と
を
主
張
し

て
、
こ
の
問
題
に
関
す
る
統
合
草
案
第
二
九
六
条
四
項
の
規
定
の
削
除
を
提
案
b
た
。
之
れ
に
対
し
て
」
遠
洋
漁
業
国
側
は
、
条
約
忙
規

定
さ
れ
た
す
べ
で
の
権
利
が
沖
有
効
な
紛
争
解
決
手
続
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
こ
の
よ
う
な
対
立
の
な
か
か

ら
、
妥
協
が
見
込
め
る
途
と
も
て
二
つ
の
可
能
性
が
探
究
さ
れ
た
。
そ
の
一
は
、
沿
岸
国
が
条
約
で
付
与
遠
れ
た
権
利
を
濫
用
し
た
場
合

に
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
被
害
を
う
け
た
他
国
が
強
制
的
手
続
に
訴
え
て
保
護
を
求
め
る
こ
之
が
で
き
る
と
す
る
西
権
利
濫
用
の
概
念
を
こ

の
問
題
に
適
用
す
全
て
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
沿
岸
国
側
は
、
排
他
的
経
済
水
域
の
漁
業
紛
争
の
問
題
だ
け
に
つ
い
て
、
権
利
濫
用
の
概
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念
を
適
用
す
る
こ
と
に
難
色
を
示
し
、
権
利
濫
用
の
概
念
を
条
約
全
体
に
適
用
さ
れ
る
一
般
規
定
と
し
て
な
ら
ば
、
受
諾
す
る
用
意
が
あ

る
と
す
る
に
と
ど
ま
う
た
。
そ
の
二
は
、
排
他
的
経
済
水
域
の
漁
業
紛
争
に
つ
い
て
、
義
務
的
な
調
停
制
度
を
適
用
す
る
こ
と
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
交
渉
に
お
い
て
、
一
方
の
側
が
拘
束
力
あ
る
決
定
を
伴
う
強
制
的
手
続
を
主
張
し
、
他
方
の
側
が
一
切
の
強
制
的
な
解
決
手
続

に
反
対
し
て
い
る
状
況
で
は
、
紛
争
解
決
手
続
に
付
託
す
る
こ
と
は
義
務
的
で
あ
る
が
、
そ
の
決
定
は
拘
東
畑
を
伴
わ
な
い
と
い
う
性
質

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
　

の
解
決
方
式
が
、
可
能
な
妥
協
方
法
と
し
て
登
場
し
て
さ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
そ
こ
で
第
五
交
渉
グ
ル
ー
。
フ
で
は
、
そ
の
な
か
に
小
グ
ル
ー
プ
を
構
成
し
て
、
義
務
的
調
停
に
．
付
託
さ
れ
る
漁
業
紛
争
上
の
事
項
を
列

挙
す
る
交
渉
を
進
め
た
結
果
、
い
ず
れ
か
の
紛
争
当
事
国
め
要
請
に
基
づ
い
て
開
始
さ
れ
る
義
務
的
調
停
に
付
託
さ
れ
る
分
野
と
し
て
、

つ
ぎ
の
事
項
に
つ
い
て
合
意
が
成
立
し
た
。

　
e
　
第
六
一
条
二
項
に
基
づ
く
沿
岸
国
の
資
源
保
存
義
務
に
関
す
る
も
の
で
、
沿
岸
国
は
、
排
他
的
経
済
水
域
に
お
け
る
生
物
資
源
の

維
持
が
過
度
の
漁
獲
に
よ
っ
て
危
険
に
さ
ら
さ
れ
な
い
こ
と
を
、
適
当
な
保
存
措
置
お
よ
び
管
理
措
置
を
通
し
て
確
保
す
る
義
務
を
負
っ

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
義
務
を
明
ら
か
に
遵
守
し
な
か
っ
た
こ
と
が
他
国
か
ら
申
し
立
て
ら
れ
る
場
合
。

　
口
．
沿
岸
国
の
資
源
利
用
義
務
に
関
す
る
も
の
で
、
他
国
が
漁
業
噛
行
う
こ
と
に
関
心
を
も
つ
資
源
に
つ
い
て
、
当
該
他
国
が
要
請
し

た
と
き
に
お
い
て
も
、
沿
岸
国
は
、
第
六
］
条
・
一
項
に
基
づ
い
て
排
他
的
経
済
水
域
に
お
け
る
生
物
資
源
の
漁
獲
可
能
量
を
決
定
す
る
義

務
、
な
ら
び
に
冷
第
六
一
．
一
条
二
項
に
基
づ
い
て
自
国
の
漁
獲
能
力
を
決
定
す
る
義
務
を
負
っ
て
い
る
に
毛
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ら
を
決
定

す
る
こ
と
を
恣
意
的
に
拒
否
し
た
こ
と
が
他
国
か
ら
申
し
立
て
ら
れ
る
場
合
。

」
⇔
．
他
国
民
の
漁
獲
を
認
め
る
義
務
に
関
す
る
も
の
で
、
第
六
二
条
町
，
一
項
、
第
六
九
条
一
項
お
よ
び
第
七
〇
条
一
項
に
基
づ
き
、
か

2
第
六
二
条
四
項
に
定
め
る
条
件
に
し
た
が
っ
て
、
沿
岸
国
は
、
自
国
が
存
在
す
る
と
宣
言
し
た
漁
獲
可
能
量
の
余
剰
分
の
漁
獲
を
他

国
に
分
配
す
る
義
務
を
負
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
他
国
へ
の
余
剰
分
の
割
当
て
を
恣
意
的
に
拒
否
し
た
こ
と
が
、
他
国
か
ら
申
し
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論’説

立
て
ち
れ
る
場
合
。

．
な
お
、
紛
争
を
付
託
さ
れ
元
調
停
委
員
会
は
、
い
か
な
る
場
合
に
も
そ
の
裁
量
を
も
っ
て
沿
岸
国
の
裁
量
に
代
え
て
は
な
ら
な
い
こ
と
、

な
ら
び
に
、
そ
の
報
告
が
適
当
な
世
界
的
、
地
域
的
、
準
地
域
的
な
国
際
機
関
に
送
付
さ
れ
て
、
当
事
国
間
に
お
け
る
そ
の
後
の
交
渉
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
3
）

影
響
を
与
え
る
こ
と
が
意
図
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
内
陸
国
と
地
理
的
不
利
国
が
他
国
の
排
他
的
経
済
水
域
へ
入
漁
す
る
条
件
と
形
態
は
、
関
係
国
間
の
取
極
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
（
伺
草
案
第
六
九
条
、
第
七
〇
条
）
。
そ
こ
で
、
内
陸
国
と
地
理
的
不
利
国
は
、
こ
れ
ら
の
入
漁
に
関
す
る
取
極
の
解

釈
と
適
用
に
関
す
る
紛
争
が
、
国
際
裁
判
所
の
管
轄
権
に
服
す
る
の
か
、
あ
る
い
は
管
轄
権
か
ら
除
外
さ
れ
る
の
か
に
大
き
な
関
心
を
よ

せ
て
い
る
。
こ
の
種
の
紛
争
の
解
決
に
つ
い
て
、
小
グ
ル
ー
プ
の
結
論
に
よ
れ
ば
、
入
漁
に
関
す
る
取
極
の
な
か
に
紛
争
解
決
条
項
を
規

定
し
て
お
く
こ
と
．
で
合
意
が
成
立
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
内
陸
国
と
地
理
的
不
利
国
の
入
漁
権
を
め
ぐ
る
紛
争
に
つ
い
て
は
、
排
他
的

経
済
水
域
に
お
け
る
漁
業
紛
争
の
取
扱
い
に
関
す
る
第
二
九
六
条
四
項
の
対
象
事
項
と
は
切
り
離
し
て
、
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
に
成
功

　
　
　
　
　
（
4
4
）

し
た
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
て
、
排
他
的
経
済
水
域
の
漁
業
紛
争
に
つ
い
て
は
、
拘
束
力
あ
る
決
定
を
伴
う
国
際
裁
判
所
に
お
け
る
解
決
に
代
っ
て
、
調
停

に
付
託
す
る
義
務
を
負
う
が
調
停
委
員
会
の
結
論
は
拘
束
力
を
有
し
な
い
と
い
う
、
義
務
的
調
停
制
度
に
よ
る
解
決
が
導
入
さ
れ
た
の
で

あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
義
務
的
調
停
に
付
託
さ
れ
る
紛
争
の
範
囲
に
つ
い
て
も
合
意
が
成
立
し
た
た
め
、
そ
の
反
動
と
し
て
、
そ
れ
以
外

の
問
題
に
関
す
る
漁
業
紛
争
が
、
条
約
に
定
め
る
強
制
的
手
続
の
適
用
を
除
外
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
小
委
員
会
の
報
告
に

お
い
て
な
、
絹
漁
業
に
つ
い
て
の
こ
の
条
約
の
解
釈
又
は
適
用
に
関
す
る
紛
争
が
、
こ
の
条
約
第
一
五
部
第
二
節
の
規
定
に
よ
り
解
決
さ

れ
る
」
こ
．
と
を
唱
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
原
則
は
、
つ
ぎ
の
但
書
に
よ
っ
て
修
飾
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
沿
岸
国
は
、
排
他
的

経
済
水
域
に
お
け
る
生
物
資
源
に
関
す
る
自
国
の
主
権
的
権
利
又
は
主
権
的
権
利
の
行
使
に
関
す
る
紛
争
を
、
強
制
的
手
続
に
付
託
す
る
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義
務
を
負
わ
な
い
乏
・
b
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
主
権
的
権
利
の
な
か
に
は
、
排
他
的
経
済
水
域
に
お
け
る
漁
獲
可
能
量
を
決

足
す
る
裁
量
権
、
自
国
の
漁
獲
能
力
を
決
定
す
る
裁
量
権
、
余
剰
分
の
他
国
へ
の
割
当
て
を
決
定
す
る
裁
量
権
、
な
ら
び
に
、
自
国
の
保

存
管
理
措
置
に
基
づ
い
て
外
国
漁
民
の
漁
獲
条
件
を
決
定
す
る
裁
量
権
も
含
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
排
他
的
経
済
水
域
に

お
け
る
漁
業
紛
華
に
つ
い
て
は
、
予
想
さ
れ
る
ほ
と
ん
ど
の
事
例
が
強
制
的
手
続
か
ら
除
外
さ
れ
て
し
ま
い
、
外
挙
さ
れ
た
わ
ず
か
の
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
5
）
，

例
に
つ
い
て
だ
け
調
停
に
付
託
す
る
義
務
が
設
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
σ
点
で
y
統
合
草
案
に
お
い
て
は
、
排
他
的
経
済
水
域
内
の
生
物
資
源
に
関
す
る
紛
争
も
、
強
制
的
手
続
に
付
託
で
き
る
余
地
を
残

し
て
い
た
の
に
対
し
て
、
小
グ
ル
ー
プ
の
結
論
で
は
、
水
域
の
非
資
源
的
利
用
に
関
す
る
紛
争
だ
け
が
、
拘
東
力
あ
る
司
法
的
決
定
に
付

託
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
も
っ
と
も
、
漁
業
紛
菊
の
解
決
に
関
す
る
こ
の
規
定
は
、
排
他
的
経
済
水
域
の
漁
業
だ
け
で
な
く
、
漁
業
に

関
す
る
こ
の
条
約
の
す
べ
て
の
条
項
に
適
用
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
の
で
、
公
海
に
お
け
る
漁
業
紛
争
が
拘
束
力
あ
る
決
定
を
伴
う
強
制
的

手
続
に
服
す
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
こ
れ
ら
が
小
グ
ル
ー
プ
に
お
け
る
交
渉
結
果
で
あ
る
。
こ
の
結
果
が
第
五
交
渉
グ
ル
ー
プ
に

提
出
さ
れ
た
と
き
、
不
満
を
表
明
し
た
少
数
の
代
表
が
あ
っ
た
け
れ
ど
込
、
非
常
に
多
く
の
代
表
か
ら
コ
ン
セ
ン
サ
ス
に
近
い
支
持
を
あ

．
つ
あ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
そ
の
後
、
第
五
交
渉
グ
ル
：
プ
は
、
統
合
草
案
第
二
九
六
条
の
規
定
を
系
統
的
に
再
編
成
す
る
作
業
に
入
り
、
つ
ぎ
の
趣
旨
の
勧
告
を

作
成
し
た
。
す
な
わ
ち
、
紛
争
の
解
決
に
つ
い
て
、
」
強
制
的
手
続
が
適
用
さ
れ
る
事
項
に
関
す
る
規
定
を
第
一
順
位
に
規
定
す
る
（
現
第

二
九
七
条
一
項
）
。
紛
争
の
解
決
に
つ
い
て
、
義
務
的
調
停
制
度
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
の
あ
る
事
項
に
関
す
る
規
定
を
第
二
順
位
に
配
列
し

（
現
出
二
九
七
条
二
、
三
項
）
、
漁
業
紛
争
の
解
決
に
つ
い
て
の
小
グ
ル
■
プ
の
結
論
を
も
っ
て
、
統
合
草
案
第
二
九
六
条
四
項
の
規
定
に

代
え
、
る
λ
現
第
二
九
七
条
三
項
）
。
ま
た
、
予
備
手
続
に
関
す
る
統
合
草
案
第
二
九
六
条
一
項
の
規
定
を
修
正
の
う
え
、
別
の
条
文
と
し
て

配
置
す
る
（
現
第
二
九
四
条
）
。
な
お
、
条
約
の
適
当
な
場
所
に
配
置
さ
れ
る
べ
き
一
般
的
な
規
定
と
し
て
、
権
利
濫
用
の
問
題
に
関
す
る
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論説
条
文
を
提
示
す
る
（
こ
れ
が
現
第
三
〇
〇
条
の
母
体
と
な
る
）
。
第
五
交
渉
グ
ル
ー
プ
は
、
一
九
七
八
年
五
月
一
六
日
付
の
報
告
書
に
お
い
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
6
）

以
上
の
交
渉
結
果
を
本
会
議
に
提
出
し
た
。

　
そ
の
後
、
第
五
交
渉
グ
ル
「
プ
は
、
同
年
夏
の
再
開
第
七
会
期
に
お
い
て
一
回
会
合
し
、
各
国
代
表
か
ら
さ
き
の
報
告
書
に
掲
載
さ
れ

た
妥
協
案
に
対
す
る
コ
メ
ン
ト
を
聴
取
し
た
。
し
か
し
、
各
国
代
表
の
発
言
は
、
排
他
的
経
済
水
域
に
お
け
る
漁
業
紛
争
の
解
決
に
関
す

る
問
題
点
の
す
べ
て
を
再
審
議
す
る
方
向
に
む
か
っ
た
の
で
、
議
長
は
こ
の
問
題
に
つ
い
て
次
会
期
に
も
う
一
度
会
合
を
も
つ
こ
と
を
決

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
7
）

定
し
た
だ
け
で
散
会
し
た
。
一
九
七
九
年
春
の
第
八
会
期
に
お
い
て
も
、
第
五
交
渉
グ
ル
ー
．
フ
は
一
回
会
合
を
も
っ
た
が
、
議
長
は
こ
の

問
題
に
関
す
る
交
渉
再
開
の
必
要
性
を
認
め
な
か
っ
た
。
そ
の
結
果
、
第
五
交
渉
グ
ル
ー
プ
の
報
告
書
に
掲
載
さ
れ
た
第
二
九
六
条
と
第

二
九
六
条
ビ
ス
の
両
条
文
は
、
統
合
草
案
第
一
次
改
訂
案
に
採
用
さ
れ
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。
ま
た
、
同
報
告
書
の
権
利
濫
用
の
問
題

に
関
す
る
条
文
は
、
同
交
渉
グ
ル
ー
プ
の
任
務
の
範
囲
を
こ
え
る
問
題
で
あ
る
と
し
て
、
会
議
に
お
け
る
将
来
の
取
扱
い
に
委
ね
ら
れ
る

　
　
　
　
　
　
が
　

こ
と
に
な
っ
た
。
こ
う
し
て
、
海
洋
法
会
議
で
の
排
他
的
経
済
水
域
に
お
け
る
漁
業
紛
争
の
取
扱
い
に
関
す
る
交
渉
は
、
第
五
交
渉
グ
ル

ー
プ
が
交
渉
結
果
を
公
表
し
た
段
階
で
、
事
実
上
終
了
し
た
の
で
あ
っ
た
。
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（
－
）
米
国
は
、
一
九
七
〇
年
五
月
二
三
日
の
海
洋
政
策
に
関
す
る
ニ
ク
ソ
ン
大
統
領
声
明
に
お
い
て
、
深
海
底
制
度
を
設
立
す
る
条
約
の
主
要
規
定

　
　
の
ひ
と
つ
に
、
馳
紛
争
の
平
和
的
解
決
手
続
を
あ
げ
て
い
た
。
ま
た
、
同
年
八
月
三
日
に
海
底
平
和
利
用
委
員
会
に
提
出
し
た
「
国
際
海
底
区
域

　
　
に
関
す
る
国
連
条
約
草
案
」
に
お
い
て
も
、
国
際
裁
判
所
に
よ
る
紛
争
の
強
制
的
解
決
を
定
め
て
い
た
。
拙
著
『
ア
メ
リ
カ
の
深
海
底
開
発

　
　
法
』
九
州
大
学
出
版
会
、
一
九
八
一
年
、
五
三
一
五
五
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排他的経済水域における漁業紛争の処理口（高林）
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排他的経済水域における漁業紛争の処理口（高林）
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排他的経済水域における漁業紛争の処理口（高林）
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排他的経済水域における漁業紛争の処理（⇒（高林）
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排他的経済水域における漁業紛争の処理口（高林）
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